
   財政運営上の目標設定（シナリオ別中長期財政計画）  

【事例】愛媛県砥部町 

 
○ 住民に財務4表だけ開示しても、なかなか理解してもらえるものでもない。規模が大きい、範囲が広いなどの理由があると

思うが、中長期の財政見通しやセグメント情報とセットで開示することが重要と考える。  

背景・目的 

 
○ 中長期の視点を財務諸表と一緒に開示することで、より説得力のある説明ができる。行財政改革の幅を見せることができ

る。資産や負債の総量をどうするかの議論に活用できる。 

効果等 

 
○ 築後40年を経過した時点あるいは耐用年数が来た時点で、公共施設すべてを更新したと仮定する「上限シナリオ」。⇒予

算が組めない状況になった。次に、予算が組めるラインまで公共施設更新の更新をあきらめた「順当シナリオ」を作成。両
シナリオのかい離幅=行財政改革の幅 

事例概要 

 

 

平成23年度予算で計上した砥部中学校改築事業と坂村真民記
念館建設、砥部消防署改築まで織り込んで推計。

⇒平成24年度以降、新規事業をしない推計

施設を築後40年経過した時点、あるいは、耐用年数を経過し
た時点で更新すると仮定した推計。現時点で更新することが
確定していないものも含めて可能性のあるものはすべて更新
すると仮定。

⇒老朽化施設をすべて更新する推計、新規事業費

は206億円

更新優先順位の高い施設から更新すると仮定し、予算が組め
る程度まで施設更新を圧縮した推計。

⇒予算が組めるシナリオ、新規事業費は114億円
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  債務償還能力を10年以内に抑える。 
 
  経常収支黒字に見合ったネット負債額 
 
  経常収支黒字の減少に敏感に反応 

３ 

債務償還能力 

※債務償還能力=ネット地方債残高(地方債残高-換金可能資産)÷経常キャッシュフロー(CF) 
                                          地方債発行、基金取崩除く 



　　公共施設の老朽化問題を織り込んだ

公会計　　アセットマネジメント　

施設白書

中長期財政見通し

施設別・事業
別財務諸表

財務諸表・連
結財務諸表

優先順位

まちづくり

順当シナリオ

（採算ライン）

上限シナリオ

行財政改革
収支ギャップ悪化

良好な状況

公共施設等総合管理計画など(10年以
上)においても、10年後、10～20年後、20
～30年後でポートフォリオをつくってみて
もおもしろいのでは。イニシャルコスト、
地方債、補助金、一般財源など一目瞭
然なものとする。 

４ 



セグメント分析（施設別・事業別財務諸表）  

【事例】愛媛県砥部町 

 
○ フルコストによる施設別・事業別財務諸表で住民に説明していく。特に施設は、フルコストで判断しないと難しい部分があ

る。住民にまず見てもらう資料としては、身近な施設や事業からが分かりやすいと考える。  

背景・目的 

 
○ 財務書類を予算に活かしていくとか言うのは、それぞれの担当職員が、このようなセグメント情報をつくり、しっかり分析し、

これまでの取り組みがどう反映されたかなどをコメントできるようになっていないと難しい。 

効果等 

 
○ 幼稚園や保育所、学校など学校ごとにマトリックスで示すと、それぞれの特徴が表れる。短所・長所など時系列データも含

めて分析。試験的にロジックモデルとシナリオ 
 プランニングの設定を試みている。 
○ 砥部町では、今年度から、うまく予算査定に 
 活用できなかった事務事業評価を廃止するこ 
 ととし、事業別財務諸表をもっと活用していく 
 こととなった。 

事例概要 
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情報開示（ホームページそのものをアニュアルレポートに見立てる） 

【事例】愛媛県砥部町 

 
○ 大容量となる情報開示物について、一つひとつの資料をできるだけコンパクトに分割して分かりやすくしたかった。そのた

め、ホームページそのものをアニュアルレポートに見立てて、情報を順序よく並べた。財政担当の情報に限らず、ほかの係
や課などの情報も集約した。  

背景・目的 

 
○ ここを見れば何でも分かる、と思って貰えればと考えている。目次やFAQなとで、もっとうまく誘導できるようにしたい。 

効果等 

 
○ 膨大な資料を見やすく、分かりやすく。係や課を超えて財務情報を集約。 
○ 見たい情報がいつでも見れるという状況をつくる。 
 
住民には、いつでも必要な情報を見ることができる辞書を持っているということ 
を分かってもらう。あとは、辞書の引き方を周知していくことができればと考え 
ている。 

事例概要 
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情報開示（バランスシート探検隊）  

【事例】愛媛県砥部町 

 
○ 砥部町では、一定の情報開示が進んできたと考えている。しかし、情報を開示してもなかなか住民は見てくれていない状

況となっている。そこで、学生にも分かるバランスシートと言うコンセプトで、千葉県習志野市と千葉大学が協働で行ったバラ
ンスシート探検隊という事業を砥部町でも実施することとした。町の新人職員の研修としても位置付けた。  

背景・目的 

 
○ 予想以上の効果があった。学生たちは、まちの財政状況に始まり、バランスシート⇒公共施設の更新問題を織り込んだ中

長期財政計画⇒アセットマネジメント⇒優先順位などを考えていった結果、最後は佐川砥部町長とまちづくりについてディ
スカッションするまでになった。町の若手職員も学生たちに大いに刺激されたようだった。 

効果等 

 
○ 専門用語が多く分かりにくい自治体の財政状況を、高校生や大学生たちが公共施設を巡りながら考える事業。分かりにく

いバランスシートなどを学生たちが読み解いていく。探検隊のようすや町職員の勉強風景などをHPで公表中！ 

事例概要 
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